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心に爽やかな風が吹き渡る龍ケ崎での安らぎと賑わいの場づくり心に爽やかな風が吹き渡る龍ケ崎での安らぎと賑わいの場づくり

～心に爽やかな風が吹き渡る龍ケ崎での安らぎと賑わいの場づくり～

道の駅整備に向けた取り組み

牛久沼の景観を有効活用し
平成31年茨城国体前の開業を目指します！

■問い合わせ：道の駅プロジェクト課☎内線 136

　
「
道
の
駅
」
と
は
、
地
域
の
創
意
工
夫
に

よ
り
道
路
利
用
者
に
快
適
な
休
憩
と
多
様

で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設

で
す
。
ま
た
、
地
域
振
興
施
設
と
し
て
も

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
道

の
駅
を
所
管
す
る
国
土
交
通
省
で
は
、
道

の
駅
に
必
要
な
３
つ
の
機
能
を
整
備
す
る

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

整
備
方
法
は
、
道
路
管
理
者
と
市
町
村

な
ど
で
整
備
す
る
「
一
体
型
」
と
市
町
村

な
ど
で
全
て
整
備
を
行
う
「
単
独
型
」
の

２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
11
月
現

在
で
全
国
１
０
７
９
カ
所
あ
る
道
の
駅
の

う
ち
、
約
半
数
の
６
０
６
の
道
の
駅
が
一

体
型
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
市
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
国
選
択
・

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
「
撞
舞
（
つ
く

ま
い
）」
を
は
じ
め
と
し
、
龍
ケ
崎
コ
ロ
ッ

ケ
、
龍
ケ
崎
ト
マ
ト
、
牛
久
沼
と
い
っ
た

数
多
く
の
地
域
資
源
が
存
在
し
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
情
報
発
信
や
地
域
資

源
の
活
用
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
認
知
度
が
低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
認
知
度

の
向
上
・
交
流
人
口
の
増
加
が
課
題
で
あ

り
、
地
域
資
源
を
十
分
に
活
用
し
た
賑
わ

い
の
場
の
創
出
が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
茨
城
県
南
部
に
位
置
す
る
当

市
の
立
地
を
活
か
し
、
東
京
方
面
か
ら
最

初
の
・
東
京
方
面
へ
の
最
後
の
休
憩
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
安
ら
ぎ
の
場
を
創
設
す
る
こ

と
、
さ
ら
に
は
地
域
の
人
々
に
当
市
の
魅

力
を
発
見
し
て
も
ら
う
場
と
し
て
、
道
の

駅
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
地
域
資
源
を
複
合
的
に
有
効
活

用
し
、「
ま
ち
の
活
性
化
と
知
名
度
ア
ッ
プ
」

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
も

ら
え
る
施
設

に
し
て
い
き

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

平
成
31
年
茨
城
国
体
前
開
業

　

道
の
駅
の
開
業
目
標
時
期
は
、
本
県
に

多
く
の
来
訪
者
が
見
込
ま
れ
る
平
成
31
年

茨
城
国
体
前
と
し
、
現
在
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
平
成
28
年
度
は
基
本
計
画
の
策

定
、
候
補
地
の
地
質
調
査
、
管
理
運
営
に

関
す
る
調
査
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
整
備
に
あ
た
り
、
平
成
27
年
度

に
基
本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
「
龍
ケ
崎

市
道
の
駅
基
本
構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

道
の
駅
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
整
備

目
的
や
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、
道
路

利
用
者
や
市
民
が
牛
久
沼
の
景
観
や
地
域

の
特
産
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
に

触
れ
、
安
ら
げ
る
場
と
し
て
「
心
に
爽
や

か
な
風
が
吹
き
渡
る
龍
ケ
崎
で
の
安
ら
ぎ

と
賑
わ
い
の
場
づ
く
り
」
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
が
定
め
る
基
本
機
能

を
具
現
化
す
る
基
本
方
針
も
掲
げ
ま
し
た
。

国
道
６
号　

牛
久
沼
沿
い

　

基
本
構
想
で
は
、
複
数
の
候
補
地
を
比

較
検
討
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
交
通
量
や
特
産
品
な
ど
を
販

売
す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
成
り
立
つ
か
、

十
分
な
面
積
が
あ
る
か
と
い
う
点
か
ら
「
国

道
６
号
牛
久
沼
沿
い
」
を
整
備
候
補
地
に

決
定
し
ま
し
た
。
東
京
・
茨
城
間
の
国
道

６
号
で
は
初
め
て
と
な
る
道
の
駅
整
備
に

向
け
て
、
今
後
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
茨

城
県
を
は
じ
め
、
道
路

管
理
者
で
あ
る
国
土
交

通
省
と
連
携
し
て
整
備

を
行
う
べ
く
、
協
議
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

▲道の駅の必要な機能

▲整備候補地の現在の状況

▲スケジュールイメージ

▲整備候補地位置図

▶
関
東
地
方
の
道
の
駅

◀
道
の
駅
の
整
備
方
法

道
の
駅
と
は

道
の
駅
整
備
の
目
的

道
の
駅
の
コ
ン
セ
プ
ト

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

整
備
候
補
地
と
整
備
方
法

休憩機能

多くの人が
集う

安らぎの場 ※災害時は、防災機能を発現

※災害時は、本市の立地特性を
　活かした防災機能を発現

出典：国土交通省公式サイト

出典：国土交通省公式サイト出典：国土交通省公式サイト

情報発信
機能

認知度アップ
地域情報の
発信の場

休憩機能 24 時間、無料で利用できるトイレ

道路情報・地域の観光情報・緊急医療
情報などを提供情報発信機能

文化教養施設・観光レクリエーション
施設などの地域振興施設地域連携機能

地域連携
機能

地域資源の
活用と交流
により

地域の元気を
創る場

地域とともにつくる
個性豊かな賑わいの場

駐車場

地域振興施設

市町村等整備

市町村等整備

道路管理者整備

第２
駐車場

休憩施設
トイレ

情報提供施設

一体型

単独型

地域資源を活かした賑わいの場

牛久沼を望む安らぎの場

整備コンセプト

基本方針

心に爽やかな風が吹き渡る龍ケ崎での安らぎと
賑わいの場づくり

～龍ケ崎の認知度アップを図り、地域の元気と交流を創る～

基本方針１　多くの人が集う安らぎの場
基本方針２　認知度アップ・地域情報の発信の場
基本方針３　地域資源の活用と交流により地域の元気を創る場

心に爽やかな風が吹き渡る龍ケ崎での
安らぎと賑わいの場づくり

～龍ケ崎の認知度アップを図り、
地域の元気と交流を創る～

道
の
駅
基
本
計
画
策
定
に
係
る
意
見
募
集

　

任
意
の
様
式
に
意
見
・
提
案
の
他
、
氏
名
・

住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
６
月

30
日
（
木
）
ま
で
に
道
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

課
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
可
。

平成 28年度

基本計画
管理運営調査
候補地調査

道路管理者・河川管理者との協議

農産物
特産品
の出荷

財政影響額調査
財政運営の基本方針などに
関する条例に基づく

検討会の開催

運営会社の調査・選定

農産物・特産物の商品開発・出荷体制などの準備

基本設計
実施設計 建設工事

平成 29年度 平成 30年度 平成 31年度

開
業
（
茨
城
国
体
前
）


